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1．安全上のご注意 

設置工事、ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく工事、使用をし

てください。 

 表示内容を無視して誤った工事、使用をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で

区分して、説明しています。 

△！ 警告 

この表示の欄は「死亡または重傷

などを負う可能性が想定される」

内容です。 

 

△！ 注意 

この表示の欄は「傷害を負う可能性また

は物的損害のみが発生する可能性が想定

される」内容です 

 

【安心金具の設置工事】 

△！ 警告 

 取扱説明書通りに設置工事（取付け手順・取付け位置）を行ってください。製品強度など性能

を低下させるおそれや瓦の破損により安全帯が切断するおそれがあります。 

 屋根工事は高所作業です。正しい服装と保護具（保護帽、安全帯、滑りにくい作業靴）を着用

し、必ず転落防止のための防護ネットや足場を設置してください。 

 屋根面の歩行は、屋根材に過度な負荷が加わらないように注意し、慎重に歩いてください。割

れているところや瓦粉上を踏むと、滑り落ちるおそれがあります。 

 雨や霜などで屋根面が濡れている場合は大変滑りやすくなるので、屋根面にのらないでくださ

い。滑り落ちるおそれがあります。 

 屋根面から器物が落下しないようにしてください。器物が落下すると、ケガ及び器物破損のお

それがあります。 

△！ 注意 

 瓦の取り扱いは必ず手袋を着用してください。瓦のバリなどによりケガをするおそれがありま

す。 

 結束された瓦の取り扱い時には、結束バンドを持たないで瓦自体をお持ちください。結束バン

ドの接着不良、劣化等により、結束バンドが切れることがあります。 

 ディスクグラインダーでの瓦の切断時には防塵メガネ・防塵マスクを着用してください。 

 

【安心金具の使用】 

△！ 警告 

 固定力の確認のため、使用前に必ず取扱説明書記載の点検を行ってください。 

 使用に際しては、取扱説明書をよく読み、使用方法を守ってください。瓦の破損により安全帯

が切断するおそれがあります。 

 一度、落下衝撃を受けた安心金具は使用せず、必ず新規の安心金具に交換してください。 

 屋根上の作業は高所作業です。正しい服装と保護具（保護帽、安全帯、滑りにくい作業靴）を

着用し、必ず転落防止のための防護ネットや足場を設置してください。 

 屋根面の歩行は、屋根材に過度な負荷が加わらないように注意し、慎重に歩いてください。割

れているところや瓦粉上を踏むと、滑り落ちるおそれがあります。 

 雨や霜などで屋根面が濡れている場合は大変滑りやすくなるので、屋根面にのらないでくださ

い。滑り落ちるおそれがあります。 

 屋根面から器物が落下しないようにしてください。器物が落下すると、ケガ及び器物破損のお

それがあります。 

△！ 注意  安心金具は設置された屋根面以外では使用しないでください。瓦を破損するおそれがあります。 

 

 

 

 

 



 

2.製品

名称 

適用瓦

※1 

安心金具

本体 

 

 

梱包内容

(１セット

 

設置前に

ださい。

 

 

品仕様及び

安心金具

瓦 スーパー

タイプ

具

容 

ト) 

 

① 安

② ア

③ ロ

④ 防

⑤ 木

⑥ 木

⑦ 固

 取

に梱包内容を

 

※1

※2

① 

１セッ

取付け

び梱包内容

具 F形（Ｕタ

ートライ 110

Ⅰ/タイプⅢ

部材 サ

安心金具本体

アイボルト M

ロックナット

防水シート 6

木ネジ 6×65

木ネジ 6×45

固定台 600×

取扱説明書（

を確認してく

1 適用瓦（他

（㈱鶴弥 開

2 部材⑤の木

 

③ 

ットで２個の

けできます。 

取付け

・メガ

・電動

・φ3m

・ドラ

容 

タイプ） 安

0 ス

ス

 

サイズ 

体 

8 

ト M8 

60×120×2 

5 

5 

120×12 

（本資料） 

ださい。ま

他社製品）に

開発部 TEL056

木ネジ 6×6

② 

安心金具を

に必要な工具

ネレンチ又は

ドリルドライ

m木工用ドリ

イバービッ

２ 

安心金具 F形

スーパートラ

スマート 

S

S

S

ゴ

S

S

耐

 

また、安心金

についてはお

69-77-0797）

65 は予備 2本

④ 

⑦

具（予めご用

はスパナ（対

イバー 

リル 

ト（＋） 

形（フラット

イ 110 

 

材

US304 

US304 

USXM7 

ゴム改質アス

USXM7 

USXM7 

耐水合板 

具本体や各部

お問い合わせ

） 

本を含んだ数

⑦ 

用意ください

対辺 13mm） 

） 安

エース/

材質 

スファルト 

部材に異常が

せください。

数量です。 

⑤ ×20

⑥ ×8

い。） 

安心金具Ｊ形

/スーパーエ

数

2

2

2

2

20

8

4

1

がないか確認

 

0 本 

本 

形 

ース J2 

 

数量 

個 

個 

個 

枚 

本※2 

本 

枚 

冊 

認してく



 

3.取付

安心金具

下記以外

野地板

垂木
※上記以外

 

4.取付

安心金具

用途（Ａ

ルールが

付け位置

取付け個

応じて配

 

 

Ａ 親

軒先から

ｍ以上離

うに同

ださい。

ください

Ｂ 安

寄棟の三

状況に応

バから

けてくだ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付け条件 

具を取付ける

外の下地条件

下地 

板 種

 間
外の下地強度

付け位置 

具は、安全

Ａ～Ｄ）に

が決められて

置を必ず守っ

個数は、屋根

配置し、決定

綱設置用 

ら３ｍ以上

離れた位置

じ段に２個

。設置間隔は

い。 

全帯取付け

三角面、屋根

応じて軒先か

１.７ｍ以上

ださい。 

[設置工事

る事が可能

件では十分

種類 

構

コ

普

間隔 4
が得られない

 [設置工

に使用する

よって取付

ています。

ってくださ

根の形状や

定してくだ

、ケラバか

置に親綱が張

個平行に取付

は１０ｍ以内

け用 

根の中間点等

から２ｍ以上

上離れた位置

事] 

な下地（野

な固定強度

構造用合板 

コンクリー

普通合板１類

455mm 以下 
条件(リフォー

工事] 

ために、

け位置の

下記の取

い。 

、用途に

さい。 

から１.７

張れるよ

付けてく

内にして

等、屋根

上、ケラ

置に取付

３ 

野地板・垂木

が得られま

ト型枠用合板

類 

ームなど)での

Ｃ ハ

軒先か

メンテ

れる位

の場合

目に取

Ｄ サ

軒先か

取付け

の間隔

木）の条件は

ませんので、

仕様等

厚さ

板 厚さ

厚さ

使用について

ハシゴ固定用

ら２段目に

ナンスの際

置に取付け

で２段目に

付けてくだ

サポート用 

ら棟まで上

る場合はＦ

で取付けて

は下記の通り

使用しない

等 

さ 12mm 

さ 12mm 

さ 12mm 

は、弊社は責

用 

取付けてく

際に、屋根に

てください

取付けが難

さい。） 

がる時のサ

形瓦８段、

ください。

りです。 

いでください

JAS 適合

JAS 適合

JAS 適合

責任を負いかね

ださい。点

にハシゴをか

い。（安心金具

難しい場合は

サポート用と

Ｊ形瓦９段

 

い。 

合品 

合品 

合品 

ねます。 

点検や

かけら

具Ｊ形

は３段

として

段以内



 

5.取付

アイ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付け手順 

イボルトの

[設置工事

の組付け 

事] 

４ 

①安心

し、ロ

さい。

ロック

触面積

に当た

い。 

 

 

 

 

アイボ

きにな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②アイ

るまで

てくだ

を使用

アイボ

いるこ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ロッ

付きナ

安全上

クナッ

ロック

は対辺

レンチ

金具本体に

ックナッ

 

クナットは

積が広い方

たる向きで

ボルトはリ

なる様に組

ボルトのが

でロックナ

ださい。ロッ

用し、回し切

ボルトが確

ことを確認

ックナット」

ナットです。

上、必ず同梱

ットを使用

クナットの締

辺 13mm のス

チを使用して

にアイボル

トを取付け

はフランジ部

方）が安心金

で取付けて

リングが左

組付けてくだ

がたつきが

ナットを締

ックナット

切るまで締

確実に固定

認してくださ

」は緩み止め

。 

梱されてい

してくださ

締め付けの

スパナ又はメ

てください

ルトを通

けてくだ

部分（接

金具本体

くださ

左図の向

ださい。 

がなくな

締めつけ

トは工具

締め付け、

定されて

さい。 

め機能

るロッ

い。 

工具

メガネ

。 



 

安心

 

心金具本体体の取付け位位置決め 

５ 

 

 

 

③取付

工して

なるべ

うに仮

してく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④取付

ングに

ーキン

 

 

 

 

[F 形

左図の

瓦のハ

アンダ

に位置

れも可

表面に

心金具

ように

[Ｊ形

桟瓦の

配置さ

くださ

央） 

安心金

位置

距離）

（詳細

け位置の下

てください

べく垂木間

仮置きし、取

ください。

け位置決め

に安心金具

ングしてく

(U タイプ)・

の様に安心金

ハイパーアー

ダーラップに

置決めしてく

可) 

に凹凸がある

具本体が凸部

に位置決めし

] 

の谷中央に安

されるように

さい。（なる

金具の用途に

（間隔、軒先

を再度確認

細は本資料３

下の段まで

い。安心金具

間の中央に

取付け位置

 

め後に、ル

具本体の位

ださい。 

・F 形(フラッ

金具本体が下

ームや、上の

に干渉しない

ください。

る瓦の場合は

部にかからな

してください

安心金具本体

に位置決め

るべく垂木間

に応じて、取

先・ケラバか

認してくださ

３ページを参

で瓦を施

具本体を

なるよ

置の確認

ルーフィ

位置をマ

ット)] 

下の

の瓦の

い様

(いず

は、安

ない

い。 

体が

して

間の中

取付け

からの

さい。 

参照） 



 

安心

 

   

 

   

 

心金具本体

  

  

の固定手順順 

６ 

＜固定台

⑤マー

取付け

ます。

がし、

離して
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥固定

木をま

時、固

程度離
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦固定

3mm 木

電動ド

木ネジ

ださい
 

 

 

 

 

 

 

安心金

防水シ

り付け

（木ネ

⑨を

防水シ

とを確

固定台

予めカ

固定台

位置と

てくだ

台の中

ません

台＞ 

キングした

け位置に、防

防水シー

瓦の尻端

て貼り付け

台を２枚重

またぐよう

固定台は瓦の

離してくだ

台を垂木に

木工用ドリ

ドリルドラ

ジ 6×65 ４

い。 

金具本体固定

シート内に納

けてください

ネジ固定は本

を参照） 

シートが貼り

確認してくだ

台の取付け部

カットしてく

台は安心金具

と垂木位置に

ださい。安心

中央に取付け

ん。 

た安心金具

防水シート

トははく離

端部より 10m

けてください

重ねて、２

に置きます

の尻端部よ

ださい。 

に固定しま

ルで下穴を

ライバーを使

４本で固定

定用の木ネ

納まるよう

い。 

本資料７ペー

り付けてあ

ださい。 

部分の縦桟は

ください。 

具本体の取

によって調

心金具本体

ける必要は

具本体の

トを貼り

離紙をは

mm 程度

い。 

本の垂

す。この

より 3mm

ます。φ

を開け、

使用し、

定してく

ジが

に貼

ージ

るこ

は、 

付け

整し

は固定

あり



 

 

 

 

   

 

 

７ 

＜安心

⑧固定

置きし

さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨安心

φ3mm

け、電

し、木

固定し

 

 

 

 

⑩補強

端から

用ドリ

ルドラ

×45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木ネジ

イバー

電動イ

用する

のねじ

木ネジ

指定数

くださ

おそれ

安心金

に隠れ

い。 

安心金

が大き

ーラー

てくだ

安心金

に 1～

ださい

木ネジ

してく

金具本体＞

台の上に安

し、位置の調

 

心金具本体

m 木工用ド

電動ドリル

木ネジ 6×

してくださ

のため、安

ら 20mm の位

リルで下穴

ライバーを

４本で固定

ジの固定は電

ーを使用して

インパクト

ると、ビッ

じ切れの原因

ジは同梱され

数、確実に締

さい。製品性

れがあります

金具本体の水

れる位置に調

金具本体と下

きい場合（3

ー15×15（別

ださい。 

金具本体と下

～3mm 程度の

い。 

ジ 6×45と間

ください。 

＞ 

安心金具本

調整を行っ

体を固定し

ドリルで下

ドライバー

65 ５本で

い。 

安心金具本

位置にφ3m

穴を開け、電

を使用し、木

定してくだ

電動ドリル

てください

ドライバー

トの欠けや木

因となります

れているもの

締め付け固定

性能の強度低

す。 

水密材が上の

調整してくだ

下の瓦との

3～5mm）、E

別途）を貼

下の瓦の水

の隙間を空け

間違えない

本体を仮

ってくだ

ます。 

穴を開

ーを使用

で確実に

本体の両

mm 木工

電動ドリ

木ネジ 6

ださい。 

ドラ

。 

を使

木ネジ

す。 

のを

定して

低下の

の瓦

ださ

隙間

PDM シ

り付け

返し

けてく

ように



 

瓦の

 

の施工 

８ 

 

⑪上の

体と干

部や裏

ーやタ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫瓦を

は防水

や瓦用

い。 

 

 

 

 

瓦の形

削り取

（削

に、必

い。）

EPDM

る位置

瓦を仮置き

干渉しない

裏面をディ

タガネで加

施工し、加

水のために

用接着剤を

形状によっ

取る必要が

り量は、削

必要最低限

 

シーラーは

置に貼り付

きし、安心

いように、瓦

スクグライ

加工してくだ

加工した見

に、EPDM シー

を施工してく

っては瓦裏

があります

削り過ぎない

限としてく

は瓦内部に

付けてくだ

金具本

瓦の見附

インダ

ださい。 

見附部分

ーラー

くださ

 

面も

。 

いよう

ださ

に隠れ

さい。 



 

6.使用

①使用

・ 安全

・ 不備

 

安心

変形

キズ

サビ

アイ

 

②使用

＜Ａ 親

・ 親綱

（(

使用

して

・ 親綱

くだ

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｂ 安

・ 安心

して

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｃ ハ

・ ハシ

さい

しっ

が下

・ 親綱

落防

 

用方法 [取

前の点検 
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